
（１）地域計画（人・農地プラン）の概要 
  

①人・農地プランついて・・・地域農業の将来の在り方（地域農業の将来像） 
 

 担い手の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の発生が深刻化する中、持続可能な力強い農業を実現

するために基本となる「人」と「農地」の問題を一体的に解決していくため、令和２年３月に富谷

市内に農地を持つ農業者を対象に、後継者の有無や今後の農業従事の意向、中間管理機構の活用の

確認や地域農業の展望について等のアンケートを実施し、後継者がいない農地の見える化を行な

い、地域関係者や地域の担い手や経営体の話し合いによって、令和４年３月に富谷市全域において

未来の設計図とされる「人・農地プラン」が実質化されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域計画について・・・地域農業の将来の在り方＋目標地図（将来の集積計画図） 
 

 地域計画とは、これまで耕作してきた農地を次の世代でも耕作していくため、 

「地域農業をどのように維持し発展していくのか」「将来、地域の農地を誰が使用するのか」 

について、地域の農業者等を中心に話し合い、将来の地域の農地利用の姿を明確にするために 

農業経営基盤強化促進法の改正により、「人・農地プラン」が「地域計画」に変わり、 

令和７年３月末までに策定する必要があります。 

 この地域計画についても、人・農地プラン同様に、富谷市全域として策定を予定しています。 

       富谷市人・農地プラン実質化の概要 
 

 ★対象地区の課題★ 

  農業従事者の高齢化と後継者不足により担い手の確保が困難である 
 

   ※2020農業センサス（富谷市）参照 

    農業経営体数227経営体 21経営体減少（△8.5％） 

    農業従事者数200人   23人減少  （△10.3％） 平均年齢70.6歳 

 

 ★農地の集約化に関する方針★ 

  中心経営体となる認定農業者や集落営農組織・農業法人・新規就農者 

 などに農地の集約化を図っていくため、地域と中心経営体が連携し協力 

 していく。 
 

（２）地域計画とは 



（３）目標地図について 
  

 地域計画には、１０年後に地域計画内の農地を誰が利用していくかを、１筆ごとに示した目標地図を作る

必要があります。 

 令和５年１２月に農業委員会で実施した、経営意向調査結果や現況の農地利用図を参考にしながら、農

業委員会で作成した目標地図及び計画案をもとに、今後地域の意見や話し合いにより作成していきます。 

 

 「地域計画の協議の場」は、地域農業の担い手の方を中心にお集まりいただき、今後の地域の農

業利用の方針等について話し合いに参加していただくための場です。 

 地域の代表者、農業の担い手や農地を所有している方など、地域の農業に関係ある方であれば、

どなたでも参加できます。 

 参加を希望される方は、会場の都合上、事前に申し込みが必要です。 

 申し込みについては、８月１６日（金）まで下記までご連絡をお願い致します。 

  

※認定農業者、地域の担い手、中心経営体や人・農地プランに位置付けされた中心経営体など 

  の代表者には、別途ご案内を差し上げます。 

※会場の都合により、申し込み多数の場合は、お断りする場合もありますので、あらかじめご了承   

  願います。 

 

      【問い合わせ先】 富谷市農林振興課 地域計画担当 ☎０２２－３５８－０５２３ 

 

（4）地域計画策定に向けた協議の場に参加してみませんか 

★イメージ図★ 


